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要旨

　400字以内の要旨。










1．第1節タイトル

1.1　第1項タイトル

　タイトルとは，本文の内容を…ものである。副題がなくても…べきものである。

（以下，説明）
※1段組，38行，42文字，10.5ポイントのMS明朝，半角英数字はTimes New Roman

※図表のタイトルは，10ポイント。図表の注記および出所は9ポイント。

※図表は，所定のページ数に収まるか判断するために，文中に貼り付けても構いませんが，その場合でも，別途Excelで提出してください。

※「る（注1）。」のように注を記入してください。

（1）下位レベルタイトル
★謝辞，過去の原稿の加筆修正である旨等があればここに書いてください。
†肩書きの詳細があればここに書いてください。著者が4名以上の場合もここに書いてください（「執筆要領」参照）。


1.2　第2項タイトル

2．第2節タイトル

注

（注1）文中に注を書くときは，脚注記号を「…（注1）。」のように，上付きで記入してください。
（注2）
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